
JALグループは東北コットン
プロジェクトに賛同し、社員
がボランティアで農作業
などのお手伝いをしてきま
した。今回、手がけたのは
収穫祭の屋台でのカレーづ
くり。肉やジャガイモ、タマネ
ギなど材料をそろえ、約
200人分を調理しました。
寒空の中、たくさんの方に
JALスタッフお手製のカレー
を楽しんでいただきました。

荒浜地区と同様、綿の栽培をしている名取地区では2012
年10月20日に収穫祭を実施しました。「初めて綿と出会った
昨年と違い、今年は私たちの農業生産者としてのノウハウを
活用すれば、2、3倍の収穫は可能だと思う一方、オーガニッ
ク志向に沿って栽培するには、もっと勉強が必要とも感じま

す」と語るのは、名取地区で綿栽培
を手がける耕谷アグリサービス代表
取締役の佐藤富志雄さん。「収益を
出そうとするよりも、まずは充分な収
穫という成果を出すのが先決。綿と
いう作物に失礼のないように作りた
い。そして、綿を通じて多くの人との
出会いがあったこともまた、大きな収
穫と感じています」（佐藤さん）
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吉成中学校の生徒107名が
ボランティア参加しました。同
中学校はこの他にも地域の
各種ボランティア活動に熱心
に取り組んでおり、「ボランテ
ィア・スピリット賞」も受賞して
います。「7月の草取りにも参
加しましたが、綿がそのときよりも成長していてうれ
しかった。収穫のとき、手に綿の柔らかさを感じなが
ら、震災復興に私たちが少しでも貢献できる気がし
ました」（南吉成中学校1年生の伊藤桃香さん）。

www.shop.jal.co.jp/cotton/

綿南

「東北コットンプロジェクト」で植えら
れた綿は、ようやく実りの秋を迎えま
した。2012年11月17日、仙台の荒
浜地区の綿畑では大勢のボランティ
アが参加し、収穫とそれに伴う収穫祭
を実施。笑顔の輪が広がりました。

笑顔も弾ける、コットンの秋。
〜収穫のときを迎えた、東北コットンプロジェクト〜

2012.
11.17

生産者の一人、貴田勝彦さんは「もっともっと皆さんに綿摘みを楽しんでほしいとい
うのが私の思い。たくさんの方に来ていただけてうれしいと同時に、一度に全部の
綿が開く状態にならなかったので、ちょっと申し訳ない気持です」。しかしボランティア
の皆さんはそんな温かい心づかいを吹き飛ばすように綿摘みを楽しんでいました。
そして、収穫作業の終わった後は収穫祭。プロジェクト参加企業らが手がける
屋台では、焼きそば、うどん、豚汁、カレー、パンケーキなどがふるまわれました。
さらに会場では中学生たちの合唱や、スコップ三味線の演奏、女子プロレスの
公演など、数々のイベントが続き、和やかな収穫の一日となりました。

東北コットンプロジェクトの一員としてのJALグループの取り組み www.jal.com/ja/cotton/

東北コットン2%の
糸を使用したタオ
ル製品4アイテム
各3色、ストール製
品2アイテム各3色
をJALショッピング
でもお買い求めい
ただけます。

2011年に始まった東北コット
ンプロジェクトは、綿の栽培、
紡績、商品化、販売を参加
各社が共同で展開し、農業
を通じて東日本大震災の復
興をめざす計画です。被災地
の農業生産組合・農業法人
やアパレル関連企業の有志
が集結し、種まきから草取り、
収穫へと試行錯誤しながら綿
を栽培しています。昨年初の
収穫を得て製品化も果たし、
2012年の春からプロジェクト
は2年目の栽培に入りました。

東北コットンプロジェクト

www.tohokucotton.com

東北コットンのタオル・ストールを
JALショッピングで好評発売中

名取地区からのメッセージ

間引き綿摘み
開始紡績工場製品化販売 種まき種まき 草取り花見の会

&草取り収穫祭

震災復興への思いを胸に

写真／中野幸英


